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し
ろ
、
彼
女
の
終
焉
の
地
で
あ
る
庄
原
出
身
の
倉
田
百
三
に
近
い
。
こ
こ
に
、

東
京
の
近
代
文
化
を
雑
誌
や
書
籍
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
が
媒
介
で
き
る
地
方
の
経

済
圏
、
文
化
圏
に
共
通
す
る
上
京
パ
タ
ー
ン
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
が
、
明
治
18
年
生
ま
れ
の
美
知
代
と
24
年
生
ま
れ
の
倉
田
百
三
と
で

は
、
六
歳
の
年
齢
差
が
あ
り
、
こ
の
差
が
上
京
後
に
出
会
う
も
の
の
違
い
を
生

み
、
文
学
史
的
に
は
自
然
主
義
系
と
白
樺
派
系
に
大
き
く
区
分
さ
れ
る
結
果
を

生
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
同
じ
商
家
と
い
っ
て
も
美
知
代
の
生
家
と
倉
田
百
三

の
そ
れ
は
異
な
っ
て
い
る
し
、
そ
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
違
い
も
大
き
い
。

話
を
戻
す
と
、
花
袋
は
、
苦
労
の
末
に
硯
友
社
に
入
門
し
、
男
社
会
の
中
で

浪
漫
的
・
抒
情
的
な
文
学
活
動
を
形
成
し
て
行
っ
た
の
に
対
し
て
、美
知
代
は
、

神
戸
女
学
院
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た
女
子
共
同
体
で
教
育
を
受
け
、
博

文
館
の
投
稿
雑
誌
『
中
学
世
界
』
に
和
歌
や
叙
事
文
を
投
稿
し
、
ハ
イ
カ
ラ
な

女
学
生
生
活
を
送
り
、
上
京
後
も
女
子
英
学
塾
に
通
う
。
両
者
は
違
う
世
界
で

生
き
て
い
る
他
者
で
あ
り
、
共
通
す
る
も
の
は
「
文
学
」
へ
の
志
向
、
両
者
を

一
、「
美
文
」の
「
小
説
」へ
の
取
り
込
み
と
女
弟
子
の
入
門

岡
田
美
知
代
の
生
家
は
現
在
、
広
島
県
上
下
町
の
上
下
歴
史
文
化
資
料
館
に

改
修
さ
れ
、
群
馬
県
館
林
市
の
田
山
花
袋
記
念
文
学
館
に
は
花
袋
の
生
家
が
復

元
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
改
築
さ
れ
て
は
い
る
が
、
豪
商
の
邸
宅
を
彷
彿
と

さ
せ
る
建
物
で
あ
り
、
後
者
は
、
誰
も
が
想
像
す
る
日
本
の
ふ
る
さ
と
の
よ
う

な
地
方
の
下
級
武
士
の
住
ま
い
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
建
物
を
見
る
と
、
美
知

代
と
花
袋
の
生
ま
れ
育
っ
た
時
代
と
環
境
の
違
い
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
た
性
格

の
違
い
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

歴
史
的
な
地
方
交
通
の
要
衝
の
商
家
に
生
ま
れ
、
資
本
が
集
ま
る
中
で
経
済

的
に
恵
ま
れ
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
英
学
や
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
近
代
文
化
や
中
央

の
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
中
央
や
欧
米
に
対
し
て
親
し
み
と
憧

れ
を
持
ち
、
世
俗
的
・
物
質
的
な
野
心
で
は
な
く
、
脱
俗
的
・
精
神
的
な
も
の

を
求
め
て
上
京
す
る
、
こ
う
し
た
上
京
パ
タ
ー
ン
に
関
し
て
、
美
知
代
は
、
む

岡
田
美
知
代
と
「
蒲
団
」

︱ 

自
然
主
義
と
少
女
小
説 

︱
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用
的
「
国
語
」
で
あ
っ
て
も
「
小
説
」
で
あ
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
、
掲
載
さ
れ

た
メ
デ
ィ
ア
の
権
威
に
よ
る
の
か
、
等
々
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
る
。
読
者
が

書
き
手
で
も
あ
り
、そ
の
間
を
選
者
と
し
て
の
作
家
が
媒
介
す
る
投
稿
雑
誌
は
、

言
わ
ば
「
手
紙
と
文
章
」
を
「
文
学
」
作
品
に
変
換
す
る
装
置
で
あ
り
、
読
者

と
作
家
は
近
接
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
美
文
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
古
典
と

西
欧
近
代
、「
文
学
」
と
「
国
語
」
の
間
の
広
い
領
域
を
含
む
曖
昧
な
ジ
ャ
ン

ル
で
あ
っ
た
。「
美
文
的
小
説
」
の
書
き
手
で
あ
る
時
雄
は
、
ま
さ
に
境
界
的

な
存
在
で
あ
り
、「
文
学
者
に
地
理
書
の
編
輯
！
」
と
憤
慨
し
つ
つ
も
、
彼
自

身
の
中
で
、「
文
学
」
と
「
手
紙
と
文
章
」
と
の
関
係
は
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
る
。

時
雄
と
芳
子
の
師
弟
関
係
の
基
盤
に
あ
る
の
が
こ
の
曖
昧
な
「
美
文
」、
あ
る

い
は
「
美
文
」
と
い
う
価
値
・
コ
ー
ド
を
共
有
し
た
「
手
紙
」
で
あ
り
、
後
で

も
述
べ
る
が
、
そ
れ
は
、
花
袋
と
美
知
代
と
の
師
弟
関
係
の
基
盤
に
な
っ
た
も

の
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
花
袋
は
、「
蒲
団
」
に
お
い
て
、
こ
の
「
美
文
的
小
説
」

の
書
き
手
が
、
い
っ
た
ん
弟
子
と
し
て
接
近
さ
せ
た
「
美
文
的
小
説
」
の
「
崇

拝
者
」
を
再
び
遠
ざ
け
る
過
程
を
「
描
写
」
す
る
。

こ
の
時
期
の
花
袋
の
「
美
文
」
に
対
す
る
態
度
は
、
理
論
的
に
は
既
に
自
然

主
義
で
あ
る
が
、
未
だ
過
渡
的
で
あ
り
、
両
義
的
、
二
重
規
範
的
で
あ
る
。
花

袋
は
、『
美
文
作
法
』(

明
治
39
年
11
月
　
博
文
館)

に
お
い
て
、「
美
文
は
あ

ら
ゆ
る
文
体
に
関
係
を
持
つ
て
居
る
」、「
著
者
も
美
文
と
言
ふ
も
の
を
一
時

盛
ん
に
作
つ
た
こ
と
が
あ
つ
た
」(

第
壱
編
　
総
論
　
一)

、「
美
文
の
将
来

は
多
望
」(
第
壱
編
　
総
論
　
四)

と
述
べ
る
と
同
時
に
、「
今
の
美
文
と
言

媒
介
し
た
メ
デ
ィ
ア
は
、
雑
誌
や
書
籍
、
そ
し
て
「
手
紙
」
で
あ
る
。

「
蒲
団
」（
明
治
40
年
９
月
）
の
冒
頭
で
、
主
人
公
竹
中
時
雄
は
、「
数
多
い

感
情
づ
く
め
の
手
紙
」
に
つ
い
て
回
想
す
る
。「
渠
の
著
作
の
崇
拝
者
で
、
名

を
横
山
芳
子
と
い
ふ
女
か
ら
崇
拝
の
情
を
以
て
充
さ
れ
た
」「
手
紙
」
を
受
け

取
る
が
、「
竹
中
古
城
と
謂
へ
ば
、
美
文
的
小
説
を
書
い
て
、
多
少
世
間
に
聞

え
て
居
つ
た
の
で
、
地
方
か
ら
来
る
崇
拝
者
渇
仰
者
の
手
紙
は
こ
れ
迄
に
も
随

分
多
か
つ
た
。
や
れ
文
章
を
直
し
て
呉
れ
の
、
弟
子
に
し
て
呉
れ
の
と
一
々
取

合
つ
て
は
居
ら
れ
な
か
つ
た
」
と
黙
殺
す
る
。
そ
の
後
、「
手
紙
の
文
句
か
ら

推
し
て
、
其
の
表
情
の
巧
み
な
の
は
驚
く
べ
き
ほ
ど
で
、
い
か
な
る
こ
と
が
あ

つ
て
も
先
生
の
門
下
生
に
な
つ
て
、
一
生
文
学
に
従
事
し
た
い
」
と
い
う
熱
心

な「
手
紙
」を
三
通
も
受
け
取
り
、「
罵
倒
的
」な
断
り
の
返
事
を
出
す
。
し
か
し
、

さ
ら
に
「
東
京
に
出
て
、
然
る
べ
き
学
校
に
入
つ
て
、
完
全
に
忠
実
に
文
学
を

学
ん
で
見
た
い
」
と
い
う
「
手
紙
」
を
読
ん
で
「
文
学
の
価
値
」
を
解
っ
て
い

る
と
感
心
し
、師
弟
関
係
を
結
ぶ
。
そ
し
て
「
そ
れ
か
ら
度
々
の
手
紙
と
文
章
、

文
章
は
ま
だ
幼
稚
な
點
は
あ
る
が
、
癖
の
無
い
、
す
ら

く
し
た
、
将
来
発
達

の
見
込
は
十
分
に
あ
る
」
と
考
え
る
。

明
治
後
半
は
、
近
代
「
文
学
」
と
近
代
「
国
語
」
と
が
並
行
的
に
成
立
し
て

い
く
時
期
に
あ
た
る
。
そ
こ
に
は
、
ま
だ
「
小
説
」
と
は
何
で
あ
る
の
か
と
い

う
根
源
的
な
問
題
が
横
た
わ
り
続
け
て
お
り
、
日
記
や
書
簡
が
「
小
説
」
と
銘

打
っ
て
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
れ
ば
日
記
体
、
書
簡
体
の
「
小
説
」
な
の
か
、

一
方
は
巧
み
な
美
辞
麗
句
で
書
か
れ
て
い
て
も
「
文
章
」
で
あ
り
、
他
方
は
実
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心
に
取
り
込
み
、
そ
の
「
主
観
」
に
映
っ
た
「
自
分
と
彼
女
の
関
係
」
を
、「
語

り
合
ふ
胸
の
轟
、
相
見
る
眼
の
光
、
其
の
底
に
は
確
か
に
凄
じ
い
暴
風
が
潜
ん

で
居
た
の
で
あ
る
」、「
あ
の
熱
烈
な
る
一
封
の
手
簡
、
陰
に
陽
に
其
の
胸
の

悶
を
訴
へ
て
」、「
か
の
女
の
若
々
し
い
心
は
色
彩
あ
る
恋
物
語
に
憧
れ
渡
つ
て
、

表
情
あ
る
眼
は
更
に
深
い

く
意
味
を
以
て
輝
き
わ
た
つ
た
」
な
ど
、
い
か
に

も「
美
文
的
小
説
」の
書
き
手
の「
主
観
」に
ふ
さ
わ
し
く
、「
美
文
的
」に「
描
写
」

す
る
。
し
か
し
、
全
体
の
枠
組
み
は
、「
少
な
く
と
も
男
は
さ
う
信
じ
て
居
た
」、

「
け
れ
ど
文
学
者
だ
け
に
、
此
の
男
は
自
ら
自
分
の
心
理
を
客
観
す
る
だ
け
の

余
裕
を
持
つ
て
居
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
時
雄
を
「
男
」
と
呼
ぶ
メ
タ
レ
ベ
ル

な
客
観
的
描
写
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
客
観
的
描
写
の
枠
組
み
に
よ
っ

て
、
自
分
と
い
う
「
主
観
」
が
、
誰
に
で
も
知
覚
、
思
考
で
き
る
も
の
に
客
観

化
さ
れ
、
古
典
文
学
の
よ
う
に
解
釈
コ
ー
ド
の
共
有
さ
れ
て
い
な
い
「
小
説
」

に
お
い
て
、「
主
観
」
的
な
「
情
緒
」
を
不
特
定
多
数
の
読
者
に
媒
介
す
る
。

そ
の
結
果
、
一
見
客
観
的
描
写
に
さ
ら
さ
れ
、
相
対
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
美
文
的
小
説
」の
書
き
手
で
あ
る
時
雄
の「
主
観
」、彼
の「
美
文
」的「
情
緒
」

は
、
そ
の
醜
悪
さ
と
滑
稽
さ
を
強
調
さ
れ
、
決
定
的
に
貶
め
ら
れ
て
い
る
か
の

よ
う
に
見
え
る
。
時
雄
の「
美
文
的
」な「
主
観
」の
狭
量
さ
、「
感
傷
」、「
空
想
」、

「
神
経
過
敏
」、
大
げ
さ
な
「
煩
悶
」、
醜
い
偽
善
性
が
強
調
さ
れ
、
強
い
印
象

を
残
す
。
一
般
に
視
覚
が
偏
重
さ
れ
る
中
で
、
時
雄
の
臭
覚
に
よ
る
点
描
が
最

後
の
場
面
に
繋
が
っ
て
い
く
構
成
は
、
特
に
印
象
的
で
あ
る
。

し
か
し
、「
蒲
団
」
を
全
体
的
に
見
渡
し
た
と
き
に
注
意
を
ひ
く
の
は
、
こ

ふ
も
の
は
、
も
う
駄
目
で
あ
る
と
私
は
信
じ
て
疑
は
ぬ
。
今
の
文
壇
で
、
美
文

と
謂
へ
ば
、
あ
る
少
数
の
作
家
が
作
つ
て
居
る
ば
か
り
で
、
小
説
や
戯
曲
や
詩

に
比
す
れ
ば
実
に
振
る
わ
ざ
る
こ
と
夥
し
い
」(

第
弐
編
　
美
文
の
本
領
　
二)

と
も
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
身
も
関
わ
っ
て
き
た
「
美
文
」
は
、
文
字
通
り

美
し
い
文
と
い
う
漠
然
と
し
た
も
の
で
、
す
べ
て
の
「
文
」
に
横
断
的
に
含
ま

れ
る
要
素
で
あ
る
が
、
独
立
し
た
ジ
ャ
ン
ル
し
て
の
「
美
文
」
は
歴
史
的
に
終

焉
を
迎
え
、
消
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
す
。
特
に
、「
小
説
は
全
体
か

ら
言
ふ
と
、
叙
事
文
の
か
た
ち
を
為
し
て
居
る
が
、
其
箇
所
々
々
は
大
抵
抒
情

文
で
、
作
中
人
物
の
述
懐
、
情
緒
、
感
想
な
ど
皆
な
抒
情
文
か
ら
出
来
て
居

る
。
こ
と
に
近
頃
の
小
説
は
、
主
観
的
と
な
つ
て
、
こ
の
抒
情
的
描
写
が
割
合

に
重
ぜ
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
一
層
抒
情
的
美
文
の
修
養
は
肝
心
で
あ
る
」(

第

壱
編
　
総
論
　
一)

と
い
う
よ
う
に
、「
美
文
」
は
「
小
説
」
の
「
抒
情
的
描
写
」

の
部
分
と
し
て
取
り
込
ま
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
美
文
」

を
書
く
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
、「
平
静
な
自
然
の
景
色
を
見
て
居
て
も
、

万
感
胸
を
衝
い
て
起
り
、涙
が
自
然
と
其
頬
を
ぬ
ら
し
」て
し
ま
う
よ
う
な
「
情

緒
」、そ
の
「
情
緒
」が
甚
だ
し
く
「
誇
張
」さ
れ
た
「
神
経
過
敏
」、さ
ら
に
「
恋

愛
の
問
題
」
が
加
わ
る
事
に
よ
っ
て
「
空
想
は
い
よ
い
よ
空
想
を
産
み
、
神
経

は
愈
々
神
経
を
昂
ぶ
ら
せ
」
る
よ
う
な
「
煩
悶
」
を
挙
げ
る(

第
弐
編
　
美
文

の
本
領
　
一)

。

そ
し
て
、「
蒲
団
」
を
み
る
と
、
確
か
に
こ
の
よ
う
に
「
描
写
」
さ
れ
、
構

成
さ
れ
て
い
る
。「
美
文
的
小
説
」
の
書
き
手
と
し
て
自
分
を
「
小
説
」
の
中



̶ 4 ̶

雄
の
「
主
観
」
か
ら
完
全
に
離
れ
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

す
で
に
「
蒲
団
」
の
発
表
直
後
に
片
上
天
玄
に
よ
っ
て
「
作
者
は
作
中
の
人

物
悉
く
を
三
人
称
に
よ
つ
て
描
き
な
が
ら
、
主
人
公
を
表
面
に
し
て
、
そ
の
他

の
人
物
事
件
は
殆
ど
主
人
公
の
眼
に
映
り
、
主
人
公
の
感
情
を
浴
び
た
も
の
と

し
て
現
は
し
て
ゐ
る
」(

「『
蒲
団
』
合
評
」『
早
稲
田
文
学
』
明
治
40
年
10
月)

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
芳
子
の
「
主
観
」
は
「
手
紙
」
と
い
う
形
で
時
雄
の

眼
を
通
過
し
、「
妻
」
や
義
姉
、「
父
親
」、
田
中
の
「
主
観
」
も
時
雄
に
話
す

と
い
う
形
を
取
る
。
芳
子
、田
中
、「
父
親
」や「
妻
」に
対
し
て
、時
雄
の「
主
観
」

か
ら
完
全
に
離
れ
た
客
観
的
描
写(

田
中
や
「
父
親
」
を
男
と
、芳
子
や
「
妻
」

を
女
と
呼
ぶ
よ
う
な)

が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
先
に
例
外
と
し
て
挙
げ
た
、

田
中
の
見
送
り
に
時
雄
が
気
づ
か
な
い
部
分
も
、
時
雄
に
対
す
る
客
観
的
描
写

だ
と
言
え
る
。
芳
子
は
時
雄
の
家
の
二
階
に
寄
寓
し
て
い
る
時
も
時
雄
に
「
手

紙
」
を
書
く
の
で
あ
り
、
芳
子
の
弟
子
入
り
後
に
芳
子
と
時
雄
の
身
体
は
匂
を

嗅
ぐ
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
に
接
近
す
る
が
、芳
子
の「
主
観
」と
時
雄
の「
主
観
」

と
の
距
離
は
、
弟
子
入
り
以
前
に
「
感
情
づ
く
め
の
手
紙
」
を
交
わ
し
た
時
か

ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
手
紙
」を
介
し
た
こ
と
し
か
知
り
得
な
い
。

こ
れ
が
「
蒲
団
」
の
客
観
的
描
写
の
限
界
で
あ
る(

た
だ
、
時
雄
の
「
主
観
」

に
よ
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
客
観
的
描
写
に
お
い
て
も
芳
子
を
了
解
で
き
な
い
と

い
う
こ
の
限
界
に
よ
っ
て
、「
蒲
団
」と
い
う「
小
説
」は
成
り
立
っ
て
い
る
。「
数

多
い
感
情
づ
く
め
の
手
紙
」
を
読
ん
で
も
、
机
や
文
箱
を
探
っ
て
も
、
未
だ
分

か
ら
な
い
空
白
が
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
空
白
を
埋
め
る
べ
き
想
い
が
、

の
客
観
的
描
写
に
見
え
る
も
の
と
時
雄
の「
主
観
」と
の
近
さ
の
方
で
あ
る
。「
蒲

団
」
の
ほ
と
ん
ど
は
、
時
雄
の
「
主
観
」
を
通
す
形
で
「
描
写
」
さ
れ
、
結
末

近
く
、
芳
子
の
帰
郷
を
見
送
り
に
来
た
田
中
を
見
て
、「
芳
子
は
此
れ
を
認
め

て
胸
を
轟
か
し
た
。
父
親
は
不
快
な
感
を
抱
い
た
。
け
れ
ど
、
空
想
に
耽
つ
て

立
蓋
し
た
時
雄
は
、其
の
男
が
居
る
の
を
夢
に
も
知
ら
な
か
つ
た
」と
い
う
「
描

写
」
が
例
外
的
に
際
立
っ
て
見
え
る
。

他
に
も
時
雄
の
「
主
観
」
か
ら
離
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
「
描
写
」
を
探

せ
ば
、
時
雄
の
義
姉
の
家
に
移
さ
れ
た
芳
子
に
つ
い
て
「
で
、
未
来
の
閨
秀
作

家
は
学
校
か
ら
帰
つ
て
来
る
と
、
机
に
向
か
つ
て
文
を
書
く
と
云
ふ
よ
り
は
、

寧
ろ
多
く
手
紙
を
書
く
の
で
、
男
の
友
達
も
随
分
多
い
。
男
文
字
の
手
紙
も
随

分
来
る
。
中
に
も
高
等
師
範
の
学
生
に
一
人
、
早
稲
田
大
学
の
学
生
に
一
人
、

そ
れ
が
時
々
遊
び
に
来
た
こ
と
が
あ
つ
た
さ
う
だ
」
と
あ
る
が
、
少
し
後
に
、

男
の
友
達
が
芳
子
を
た
ず
ね
て
来
て
二
人
で
出
掛
け
て
遅
く
ま
で
帰
ら
な
い
こ

と
を
「
時
雄
は
姉
の
言
葉
と
し
て
、
妻
か
ら
常
に
」
聞
か
さ
れ
る
と
あ
り
、
時

雄
が
知
り
得
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
芳
子
の
「
須
磨
の
濱
で
、

ゆ
く
り
な
く
受
け
取
つ
た
百
合
の
花
の
一
葉
の
端
書
、
そ
れ
が
か
う
し
た
運
命

に
な
ら
う
と
は
夢
に
も
思
い
知
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
」
か
ら
続
く
嵯
峨
野
で

の
出
来
事
の
回
想
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
芳
子
の
思
い
や
空
想
は
「
長
い
手
紙
」

と
な
っ
て
田
中
の
も
と
へ
行
き
、
田
中
か
ら
は
「
殆
ど
隔
日
の
や
う
に
厚
い
厚

い
封
書
」
が
届
き
、
時
雄
は
、「
監
督
と
い
ふ
口
実
の
下
に
」「
こ
つ
そ
り
机
の

抽
出
や
ら
文
箱
や
ら
を
探
し
」、「
手
紙
」
を
盗
み
見
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
時
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い
と
感
じ
る
と
す
れ
ば
、大
げ
さ
で
、狭
量
で
偏
っ
て
お
り
、感
傷
的
、空
想
的
、

醜
く
偽
善
的
で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
時
雄
に
同
情
や
共
感
も
覚
え
る
、
言

い
か
え
れ
ば
、
時
雄
に
同
情
や
共
感
を
覚
え
る
な
ら
ば
、
読
者
も
ま
た
、
狭
量

で
偏
っ
て
お
り
、
感
傷
的
、
空
想
的
、
醜
く
偽
善
的
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
自

己
客
観
性
、自
己
批
評
性
の
面
白
さ
で
あ
る
。そ
し
て
、そ
の
よ
う
な
時
雄
の「
主

観
」
を
素
直
に
共
有
で
き
る
読
み
は
、
後
で
述
べ
る
が
、
男
性
読
者
、
男
性
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
よ
る
読
み
で
あ
る
。

花
袋
の
美
知
代
に
対
す
る
態
度
に
は
、
真
意
の
つ
か
め
な
い
揺
れ
、
曖
昧
さ

が
あ
る
。
お
そ
ら
く
花
袋
に
と
っ
て
、
か
つ
て
の
自
分
の
「
美
文
的
」
著
作
に

憧
れ
て
「
文
学
」
を
志
す
弟
子
は
、「
美
文
」
の
自
己
陶
酔
か
ら
醒
め
た
後
の

「
寂
寞
」
や
「
悲
哀
」
を
癒
し
、内
心
の
自
己
否
定
の
苦
痛
を
癒
す
も
の
と
し
て
、

強
い
魅
力
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
魅
力
的
で
あ
る
だ
け
、
新
た
な

作
家
と
し
て
の
成
長
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
遠
ざ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
両

義
的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。「
蒲
団
」の
時
雄
は
、田
中
の
こ
と
を「
だ

か
ら
若
い
空
想
家
は
駄
目
だ
と
言
ふ
ん
だ
」
と
非
難
し
、
禁
欲
で
き
な
か
っ
た

芳
子
を
帰
郷
さ
せ
る
が
、
そ
れ
は
、
時
雄
自
身
の
自
己
否
定
す
べ
き
影
、
時
雄

自
身
の
欲
望
を
投
影
し
た
影
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

一
方
、
美
知
代
が
、
小
栗
風
葉
の
「
青
春
」
に
触
発
さ
れ
て
自
分
と
永
代
静

雄
と
の
恋
愛
を
素
材
に
し
た
「
青
春
譜
」の
原
稿
を
花
袋
に
送
り
、花
袋
が
、「
ま

だ
、
非
常
に
主
観
的
で
そ
し
て
感
情
的
で
、
少
し
も
客
観
に
正
し
く
見
た
処
は

無
い
、
あ
の
時
の
二
人
の
恋
が
単
に
あ
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
と
は
何
う
し
て

言
葉
が
生
じ
る
の
で
あ
る)

。

こ
の
メ
タ
レ
ベ
ル
な
客
観
的
描
写
は
、自
分
の
「
主
観
」
を
時
雄
の
「
主
観
」

と
し
て
「
小
説
」
の
中
に
取
り
込
ん
だ
、
書
く
主
体
と
し
て
の
花
袋
の
自
意
識

の
表
出
に
す
ぎ
な
い
。
時
雄
の
大
げ
さ
な
「
煩
悶
」、
醜
い
偽
善
性
が
強
調
さ

れ
る
の
は
、
客
観
的
描
写
に
さ
ら
さ
れ
、
相
対
化
さ
れ
る
か
ら
で
は
な
く
、「
美

文
」
の
書
き
手
と
し
て
の
「
主
観
」
的
な
自
己
陶
酔
と
「
自
ら
自
分
の
心
理
を

客
観
す
る
」「
小
説
家
」
と
の
間
を
極
端
に
揺
れ
動
く
時
雄
の
境
界
性
そ
の
も

の
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
客
観
的
描
写
は
、
時
雄
が
自
虐
的
に
自
ら
を
貶
め
て

行
く
過
程
を
、
中
心
的
・
特
権
的
に
客
観
化
し
、
読
者
に
媒
介
す
る
。

読
者
は
、
こ
の
「
小
説
」
の
全
体
的
枠
組
み
に
よ
っ
て
、
描
写
対
象
だ
け
で

な
く
書
き
手
の
自
意
識
も
読
む
の
で
あ
り
、「
蒲
団
」
は
、
書
く
主
体
を
客
観

的
描
写
と
い
う
機
能
と
し
て
可
視
化
し
た
「
小
説
」
だ
と
言
え
る
。
読
者
は
、

書
き
手
と
し
て
の
花
袋
が
、「
自
ら
自
分
の
心
理
を
客
観
す
る
」「
主
観
」
を
、

そ
れ
こ
そ
を
読
者
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
読
む
の
で
あ
っ
て
、
し
た

が
っ
て
、「
美
文
的
小
説
」
の
「
崇
拝
者
」
で
あ
る
芳
子
と
恋
人
で
あ
る
田
中
、

こ
の
二
人
の
「
神
聖
な
る
恋
」
も
共
に
貶
め
ら
れ
て
い
る
が
、
時
雄
ほ
ど
に
は

印
象
に
残
ら
な
い
。

そ
の
結
果
、時
雄
の
「
主
観
」に
共
感
で
き
、共
有
で
き
る
読
者
に
と
っ
て
は
、

「
蒲
団
」
は
、「
自
ら
自
分
の
心
理
を
客
観
す
る
」
自
己
抑
制
と
、
そ
れ
に
対
す

る
「
感
傷
」、「
空
想
」、「
神
経
過
敏
」、「
煩
悶
」
な
ど
を
解
放
す
る
カ
タ
ル

シ
ス
と
を
同
時
に
感
じ
さ
せ
る
。
現
在
で
も
「
蒲
団
」
を
読
ん
で
読
者
が
面
白
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庫
』
明
治
40
年
６
月)

を
発
表
し
て
い
る
が
、
自
分
の
恋
愛
を
素
材
に
し
た
作

品
に
関
す
る
限
り
、
花
袋
の
指
導
に
ま
っ
た
く
従
っ
て
い
な
い
。
現
在
、
我
々

は
、
明
治
40
年
９
月
の
「
蒲
団
」
と
い
う
「
小
説
」
の
存
在
を
通
し
て
、
こ
れ

ら
の
作
品
を
関
連
付
け
て
読
み
、
研
究
的
に
価
値
あ
る
資
料
と
し
て
読
む
。
永

代
静
雄
は
「
文
か
ら
」
を
、
花
袋
は
「
御
お
と
ず
れ
」
を
、
自
分
に
宛
て
ら
れ

た
「
手
紙
」、あ
る
い
は
自
分
の
「
手
紙
」へ
の
応
答
と
し
て
読
ん
だ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
関
係
者
で
は
な
く
、「
蒲
団
」
と
い
う
「
小
説
」
の
枠
組
み
も
与
え

ら
れ
て
い
な
い
、
当
時
の
投
稿
雑
誌
の
読
者
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
投
稿
さ
れ

た「
美
文
」の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
読
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、そ
れ
は
、

花
袋
の
批
評
意
識
か
ら
見
れ
ば
、「
も
う
駄
目
で
あ
る
と
私
は
信
じ
て
疑
は
ぬ
」

も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
書
き
た
く
な
い
も
の
は
書
け
な
い
と
い
う
、
書
く

主
体
と
し
て
の
美
知
代
の
意
志
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。

「
青
春
譜
」
の
原
稿
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
美
知
代
と
花
袋
と
の
関

係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
花
袋
は
、
美
知
代
と
の
関
係
よ

り
も
、
自
分
の
作
家
と
し
て
の
成
長
を
優
先
し
て
行
動
し
、
弟
子
を
つ
ぶ
し
て

も
お
か
し
く
な
い
対
応
を
し
た
わ
け
で
、
後
に
美
知
代
が
「『
蒲
団
』、『
縁
』

及
び
私
」(

『
新
潮
』
大
正
４
年
９
月)

で
書
い
て
い
る
よ
う
に
師
と
し
て
の

自
分
の
態
度
を
わ
び
る
「
手
紙
」
が
書
か
れ
る
の
も
無
理
は
な
い
。
花
袋
の
美

知
代
に
対
す
る
態
度
も
感
情
も
、
過
渡
的
、
両
義
的
、
二
重
規
範
的
で
曖
昧
な
、

理
不
尽
に
弟
子
を
振
り
回
す
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
美
文
的
」
素
養
を
見

込
ん
で
弟
子
入
り
を
認
め
て
お
い
て
、
ま
っ
た
く
違
う
「
自
然
主
義
」
の
「
小

も
黙
頭
け
な
い
。
今
少
し
大
胆
で
、
そ
し
て
露
骨
に
言
へ
は
今
少
し
惑
溺
し
て

居
つ
た
で
せ
う
。
静
か
に
考
へ
て
御
覧
な
さ
い
。
ま
た
書
く
こ
と
が
非
常
に
多

い
、
そ
し
て
非
常
に
飾
つ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
ふ
」(

明
治
40
年
２
月
４
日

付
書
簡)

と
い
う
返
事
を
送
っ
た
こ
と
が
『『
蒲
団
』
を
め
ぐ
る
書
簡
集
』(

館

林
市)

に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
花
袋
の
返
事
に
つ
い
て
、
す
で
に
小

林
一
郎
「
研
究
編
『
蒲
団
』『
縁
』
を
め
ぐ
る
書
簡
集
」(

『『
蒲
団
』
を
め
ぐ

る
書
簡
集
』)

に
よ
っ
て
花
袋
の
文
学
観
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
指
摘
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
風
葉
の
「
青
春
」
を
読
ん
で
「
妾
ハ
二
人
の
た
め
に
今
少
し
幸

福
な
結
末
を
望
ん
で
も
み
ま
し
た
の
で
」(
明
治
39
年
12
月
16
日
付
書
簡)

と

述
べ
る
美
知
代
の
「
青
春
譜
」
は
、お
そ
ら
く
、恋
愛
の
「
煩
悶
」
を
描
い
た
「
美

文
的
小
説
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
作
家
と
し
て
の
成

長
の
た
め
に
こ
の
時
期
の
花
袋
自
身
が
ま
さ
に
脱
ぎ
捨
て
て
い
こ
う
と
し
て
い

た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
、も
っ
と
「
客
観
」
に
、「
大
胆
」
に
、「
露
骨
」

に
「
惑
溺
」
を
書
き
、「
主
観
的
」、「
感
情
的
」、「
飾
つ
た
と
こ
ろ
」
を
な
く

せ
と
い
う
花
袋
の
指
導
は
、
美
知
代
に
と
っ
て
、
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
も

の
、
本
来
の
志
向
と
は
違
っ
た
、
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
要
求
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
を
花
袋
は
認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
時
期
、
美
知
代
は
、
恋
愛
事
件
で
帰
郷
し
た
美
代
か
ら
恋
人
に
宛
て
た

「
手
紙
」三
通
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
「
文
か
ら
」(

『
新
潮
』明
治
39
年
８
月)

、

花
袋
か
ら
来
た
「
手
紙
」
の
引
用
の
後
に
自
身
の
「
煩
悶
」
を
綴
っ
た
「
御
お

と
ず
れ
」(

『
新
声
』
明
治
40
年
５
月)

、日
記
体
の
「
そ
の
日
そ
の
日
」(

『
文
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代
が
共
有
で
き
な
か
っ
た
の
は
、「
蒲
団
」の
よ
う
に
、自
分
た
ち
の「
恋
」の「
惑

溺
」
を
、
美
し
く
で
は
な
く
「
露
骨
」
に
描
い
て
、
不
特
定
多
数
の
読
者
の
興

味
を
惹
く
こ
と
で
あ
り
、「
忍
耐
と
修
練
」を
禁
欲
的
に
説
く
男
の
裏
側
に
あ
る
、

抑
圧
さ
れ
た
野
心
や
功
名
心
の
方
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

二
、「
手
紙
」と
「
美
文
」、女
学
校
と
い
う
疑
似
家
族
的
親
密
圏

小
谷
野
敦
「
岡
田
美
知
代
と
花
袋
「
蒲
団
」
に
つ
い
て
」(

『
日
本
研
究
』
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は
、「
蒲
団
」
の
時
雄
の
「
主
観
」
を
し
っ
か
り
と
共
有
し
、

男
性
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
構
造
を
忠
実
に
な
ぞ
っ
て
あ
り
、
極
め
て
興
味
深
い
。
例

え
ば
、
小
谷
野
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

た
だ
、「
蒲
団
」
で
も
『
縁
』
で
も
、
娘
は
思
い
の
ほ
か
美
し
か
っ
た

と
書
い
て
あ
る
。
私
が
、「
蒲
団
」
に
描
か
れ
た
、
花
袋
の
恋
慕
は
虚
構

で
あ
る
と
論
じ
た
の
は
、
こ
れ
が
事
実
と
は
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
当

時
の
美
知
代
の
写
真
を
見
て
も
、若
け
れ
ば
こ
そ
の
愛
ら
し
さ
は
あ
る
が
、

妻
子
あ
る
花
袋
が
本
気
で
迷
う
ほ
ど
の
美
貌
と
は
、と
う
て
い
言
え
な
い
。

小
谷
野
は
、
恋
愛
成
立
の
決
定
的
要
因
と
し
て
女
性
の
側
の
容
貌
を
問
題
に

す
る
。「
蒲
団
」の
時
雄
も「
女
性
に
は
容
色
と
謂
ふ
も
の
が
是
非
必
要
で
あ
る
。

容
色
の
わ
る
い
女
は
い
く
ら
才
が
あ
つ
て
も
男
が
相
手
に
為
な
い
」
と
、
ほ
ぼ

同
様
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
。
時
雄
は
、「
文
学
の
価
値
」
の
理
解
に
よ
っ
て

弟
子
入
り
さ
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
そ
の
容
貌
を

気
に
し
、
ど
う
し
て
も
性
的
対
象
と
し
て
想
像
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

説
」
に
一
生
を
捧
げ
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
な
の
だ
か
ら
。

花
袋
は
、『
小
説
作
法
』(

明
治
42
年
６
月
　
博
文
館)

で
は
、「
小
説
に
作

法
な
ど
と
謂
ふ
こ
と
は
無
い
。
苟
い
や
し
くも

作
法
ら
し
い
も
の
が
頭
脳
に
出
来
て
来
れ

ば
、
も
う
其
小
説
は
型
に
入
つ
て
居
る
。
天
才
は
忍
耐
だ
と
フ
ロ
オ
ペ
ル
が
言

つ
た
が
、
実
際
忍
耐
と
修
練
と
よ
り
他
に
作
法
な
ど
と
い
ふ
も
の
は
な
い
と
思

ふ
。(

略)

修
練
と
言
ふ
こ
と
は
学
問
で
は
な
い
」(

第
一
編
　
小
説
と
作
法)

と
、
技
巧
を
「
型
」
と
し
て
批
判
し
、「
型
」
を
破
り
続
け
る
「
忍
耐
と
修
練
」、

世
俗
的
な
成
功
を
目
指
さ
な
い「
人
格
」を
禁
欲
的
、精
神
論
的
に
説
く
。「
小
説
」

を
書
く
行
為
が
、
和
歌
や
俳
句
の
よ
う
に
師
匠
か
ら
「
型
」
を
伝
授
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、「
実
用
文
」
の
よ
う
に
先
生
に
教
わ
っ
て
書
け
る
よ
う
に
な
る

も
の
で
も
な
く
、
自
己
の
「
忍
耐
と
修
練
」
に
よ
る
し
か
な
い
と
し
、「
手
紙

と
文
章
」
の
巧
み
な
文
学
愛
好
家
と
文
学
に
一
生
身
を
捧
げ
る
作
家
と
を
、
求

道
的
な
精
神
論
に
よ
っ
て
分
離
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
小
説
」を
書
く
行
為
か
ら
、

硯
友
社
的
な
技
巧
性
と
娯
楽
性
、
功
利
性
を
払
拭
し
、
い
わ
ゆ
る
純
文
学
的
な

自
然
主
義
を
牽
引
し
て
い
く
。

「
文
学
」
か
ら
技
巧
性
、
娯
楽
性
、
功
利
性
を
払
拭
し
て
い
く
こ
の
よ
う
な

志
向
は
、野
心
や
功
名
心
を
持
つ
花
袋
の
よ
う
な
男
性
に
こ
そ
、「
忍
耐
と
修
練
」

と
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
、「
文
学
」
が
生
ま
れ
る
都
会
に
自

ら
身
を
置
き
、
脱
俗
的
な
「
芸
術
」
活
動
へ
参
加
し
た
い
と
い
う
情
熱
と
憧
れ

に
よ
っ
て
上
京
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
美
知
代
に
と
っ
て
、
受
け
入
れ
る
こ
と
に

さ
ほ
ど
困
難
を
感
じ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
む
し
ろ
美
知
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心
か
ら
身
も
魂
も
さ
ゝ
げ
て
事
へ
て
る
の
で
す
よ
、
私
の
不
束
な
た
め

先
生
か
ら
あ
ん
な
水
臭
い
事
を
言
は
れ
る
の
で
せ
う
け
れ
共
私
は
口
惜

し
い
、
ど
う
か
先
生
再
び
あ
ん
な
事
を
仰
つ
て
私
を
お
泣
か
せ
被
下
い

ま
せ
ん
や
う
に
…
…
今
年
は
上
野
も
向
島
も
存
ま
せ
ん
で
花
を
散
ら
し

ま
し
た
が
、
来
年
は
お
と
も
さ
せ
て
頂
戴
な
、
ま
つ
て
居
ま
す
よ
、
で

は
呉
れ

く
も
御
自
愛
あ
そ
ば
せ
、
さ
よ
な
ら

確
か
に
こ
れ
で
は「
恋
文
」だ
。
た
だ
、美
知
代
が
逆
上
し
て
い
る
の
は
、

そ
の
前
の
「
無
責
任
」
云
々
の
手
紙
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
よ
り
前
の
、「
美

の
神
の
使
者
」
と
書
き
な
が
ら
、
妻
に
も
見
せ
る
よ
う
に
と
書
い
た
手
紙

の
せ
い
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
に
対
す
る
花
袋
の
返
事
は
飽
く
ま
で
冷

静
だ
が
、
そ
れ
も
、
妻
が
見
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

こ
の
後
小
谷
野
は
、「
美
知
代
の
こ
う
し
た
手
紙
を
み
て
初
め
て
、「
蒲
団
」

の
冒
頭
部
分
が
理
解
で
き
る
」
と
述
べ
る
が
、
ま
さ
に
「
蒲
団
」
の
冒
頭
の
時

雄
の
「
主
観
」
と
「
美
知
代
の
手
紙
」
を
見
る
小
谷
野
と
は
、
ぴ
た
り
と
一
致

し
て
い
る
。
時
雄
も
、「
年
若
い
女
の
心
理
は
容
易
に
判
断
し
得
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
、
か
の
温
い
嬉
し
い
愛
情
は
、
単
に
女
性
特
有
の
自
然
の
発
展
で
、

美
し
く
見
え
た
眼
の
表
情
も
、
や
さ
し
く
感
じ
ら
れ
た
態
度
も
す
べ
て
無
意
味

で
、
自
然
の
花
が
見
る
人
に
一
種
の
慰
藉
を
与
へ
た
や
う
な
も
の
か
も
知
れ
な

い
」
と
冷
静
に
「
自
ら
自
分
の
心
理
を
客
観
」
し
な
が
ら
、
し
か
し
、「
あ
の

熱
烈
な
る
一
封
の
書
簡
」
の
中
に
ど
う
し
て
も
「
恋
」
を
見
出
し
て
い
く
。
芳

そ
し
て
小
谷
野
は
、
花
袋
宛
て
の
美
知
代
の
手
紙
を
二
通
引
用
し
、
候
文
の

手
紙
に
対
し
て
は
、「
一
入
師
の
君
恋
し
う
存
候
」「
君
は
今
西
へ
四
百
里
春
の

日
を
此
身
涙
に
も
の
思
ひ
暮
ら
す
」
な
ど
と
あ
る
の
を
小
林
一
郎
は
「
恋
文
」

だ
と
い
う
が
、「
現
在
で
も
、
十
九
く
ら
い
の
女
子
大
生
が
、
三
十
代
前
半
の

教
師
に
対
し
て
、
尊
敬
の
念
を
取
り
違
え
る
よ
う
な
形
で
媚
態
め
い
た
も
の
を

示
し
た
り
、そ
れ
を
恋
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
。

こ
の
時
は
、
出
会
っ
て
す
ぐ
、
ま
た
戦
時
下
で
あ
る
ゆ
え
に
、
両
者
と
も
興
奮

し
て
い
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
」
と
す
る
。
し
か
し
、
口
語
文
の
手
紙
に
対
し

て
は
、
小
谷
野
も
次
の
よ
う
に
「
確
か
に
こ
れ
で
は
『
恋
文
』
だ
」
と
す
る
。

花
袋
が
、
引
き
受
け
た
ば
か
り
の
美
知
代
を
置
い
て
い
っ
て
し
ま
う
の
は

無
責
任
で
申
し
訳
な
い
と
丁
寧
に
書
い
た
の
に
対
し
て
、
美
知
代
は
、
候

文
で
は
な
い
、
口
語
文
で
「
愈
々
御
出
征
、
万
歳
！  
万
歳
!!  

万
々
歳
!!!

だ
が
拾
日
も
海
の
上
に
居
ら
つ
し
や
い
ま
し
て
は
、
嘸
か
し
御
疲
れ
遊
ば

し
た
で
せ
う
先
生
！
　
ど
う
か
国
家
の
た
め
、
我
文
壇
の
た
め
御
自
愛
あ

そ
ば
し
て
…
…
　
私
は
そ
れ
ば
か
り
を
祈
つ
て
居
ま
す
」
な
ど
と
始
ま
る

の
だ
が
、
最
後
に
突
然
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
で
も
起
こ
し
た
よ
う
に
、

泣
き
度
い
わ
、先
生
の
御
手
紙
！
　
私
口
惜
し
い
の
よ
何
故
つ
て
先
生
、

無
責
任
だ
の
何
だ
の
と
、
私
存
ま
せ
ん
よ
、
あ
ん
ま
り
で
す
わ
、
水
臭

い
！ 

も
う

く
そ
ん
な
水
臭
い
こ
と
を
仰
る
ん
な
ら
、
私
死
ん
じ
ま

う
わ
私
は
先
生
を
、
…
… 

却
つ
て
失
礼
で
せ
う
け
れ
共
師
の
君
だ
と
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方
は
、
師
の
「
美
の
神
の
使
者
」
と
い
っ
た
「
調
子
」
に
応
え
て
自
分
が
良
い

弟
子
で
あ
る
こ
と
懸
命
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
い
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
そ

の
美
知
代
の「
手
紙
」が
、小
谷
野
に
は「
ヒ
ス
テ
リ
ー
で
も
起
こ
し
た
よ
う
に
」

見
え
る
の
は
、「
妻
に
も
見
せ
る
よ
う
に
」
と
い
う
一
言
の
た
め
と
い
う
よ
り
、

花
袋
が
「
美
文
」
の
高
い
「
調
子
」
を
保
た
ず
、「
冷
静
」
で
あ
る
こ
と
が
見

え
隠
れ
し
、
そ
れ
が
美
知
代
の
「
美
文
」
的
「
情
緒
」
を
刺
激
し
、
よ
り
高
揚

さ
せ
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

「
客
観
」
の
側
に
立
て
ば
、「
文
学
」
へ
の
情
熱
や
師
に
対
す
る
愛
情
と
、
恋

愛
対
象
へ
の
情
熱
や
愛
情
と
は
同
じ
で
は
な
い
し
、
師
の
よ
う
に
な
り
た
い
と

い
う
同
化
欲
求
と
、
性
的
対
象
と
し
て
相
手
を
占
有
し
た
い
と
い
う
性
欲
と
は

同
じ
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
蒲
団
」
の
時
雄
も
考
え
て
い
る
よ
う
に
、「
女
性
」

は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
し
て
優
し
く
美
し
い
態
度
を
「
自
然
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に

示
す
で
あ
ろ
う
し
、
特
に
、
芳
子
／
美
知
代
の
よ
う
に
、
女
学
校
の
寄
宿
舎
に

お
い
て
疑
似
家
族
的
集
団
生
活
を
経
験
し
て
い
る
女
学
生
は
、
師
や
師
の
家
族

と
の
距
離
は
近
く
な
り
や
す
く
、
恋
人
や
家
族
の
よ
う
な
親
密
圏
ま
で
接
近
す

る
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
極
め
て
紛
ら
わ
し
い
、「
主
観
」
に
よ

る
誤
認
や
混
同
の
起
り
や
す
い
状
況
で
あ
る
こ
と
は
、
時
雄
に
と
っ
て
ば
か
り

で
は
な
く
、
時
雄
の
「
妻
」
や
義
姉
、
花
袋
と
周
辺
の
人
々
、
そ
し
て
、「
蒲
団
」

の
読
者
で
あ
る
我
々
に
と
っ
て
同
様
で
あ
る
。

小
谷
野
は
「
こ
う
見
て
く
る
と
、「
蒲
団
」
は
虚
構
で
あ
る
と
い
う
私
の
意

見
は
、
や
は
り
修
正
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
た
だ
、
始
め
に
猛
烈
に
働
き
か

子
の
方
か
ら
「
其
の
胸
の
悶
を
訴
へ
て
」
来
て
い
た
の
に
、「
其
の
謎
を
此
の

身
が
解
い
て
遣
ら
な
か
つ
た
」
か
ら
「
か
の
女
は
失
望
し
て
、
今
回
の
や
う
な

事
を
起
こ
し
た
の
か
も
知
れ
ぬ
」
と
時
雄
の
考
え
は
進
む
。
小
谷
野
も
、「
現

在
で
も
、
十
九
く
ら
い
の
女
子
大
生
が
、
三
十
代
前
半
の
教
師
に
対
し
て
、
尊

敬
の
念
を
取
り
違
え
る
よ
う
な
形
で
媚
態
め
い
た
も
の
を
示
し
た
り
、
そ
れ
を

恋
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
」
と
承
知
の
上
で
、

美
知
代
の
「
手
紙
」
の
中
に
「
恋
」
を
見
出
し
、
美
知
代
の
方
か
ら｢

猛
烈
に

働
き
か
け
た｣

と
い
う
論
を
展
開
し
て
い
く
。

「
美
知
代
の
手
紙
」
を
見
て
小
谷
野
は
、
時
雄
の
「
主
観
」
を
共
有
で
き
る

読
者
に
ふ
さ
わ
し
く
「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
が
、花
袋
の
『
美

文
作
法
』
の
言
葉
を
使
え
ば
、「
情
緒
」
が
甚
だ
し
く
「
誇
張
」
さ
れ
た
「
神

経
過
敏
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
花
袋
の
「
手
紙
」
の
「
美
の
神
の
使
者
」
と

い
う
言
葉
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
花
袋
と
美
知
代
は
、
単
な
る
書
簡
で
は

な
く
、「
美
文
」的
書
簡
を
取
り
交
わ
し
て
い
る
。『
美
文
作
法
』に
よ
れ
ば
、「
美

文
」は
す
べ
て
の「
文
」に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、「
書
簡
文
」の
よ
う
な「
実

用
文
」
で
あ
っ
て
も
、
花
袋
と
美
知
代
が
書
い
て
い
る
の
は
「
美
文
」
的
な
表

現
で
あ
り
、
交
換
さ
れ
て
い
る
の
は
「
美
文
」
的
「
情
緒
」
で
あ
る
。「
美
文
」

に
お
い
て
は
、「
平
静
な
自
然
の
景
色
を
見
て
居
て
も
、万
感
胸
を
衝
い
て
起
り
、

涙
が
自
然
と
其
頬
を
ぬ
ら
し
」
て
し
ま
う
の
で
あ
り
、
美
知
代
の
よ
う
な
若
い

「
娘
」
は
「
美
の
神
の
使
者
」
な
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
花
袋
の
方
は
、「
書

簡
文
」
の
中
に
「
美
文
」
を
交
え
て
い
る
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
り
、
美
知
代
の
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自
己
抑
制
を
の
が
れ
た
欲
望
が
意
識
の
表
層
に
表
れ
て
葛
藤
を
引
き
起
こ
す
の

は
、
田
中
の
上
京
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
田
中
の
上
京
に
よ
っ
て
、
性
的
対
象
で

も
あ
り
う
る
と
い
う
芳
子
の
抑
圧
・
隠
蔽
さ
れ
た
側
面
が
あ
ら
わ
に
な
る
と
、

時
雄
の
中
に
芳
子
を
性
的
対
象
と
し
て
占
有
し
た
い
と
い
う
欲
望
が
表
れ
、
た

ち
ま
ち
、
時
雄
と
田
中
、「
父
親
」
と
田
中
と
の
間
で
、
芳
子
の
「
所
有
」
を

め
ぐ
る
争
い
が
起
き
る
。
女
学
生
で
あ
る
な
ら
ば
性
的
対
象
で
あ
る
こ
と
は
徹

底
的
に
抑
圧
・
隠
蔽
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
性
的
対
象
で
あ
る
な
ら
ば
、
女

学
生
で
は
な
く
妻
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
男
の
「
所
有
」
の
対
象
に
な
っ
て
し

ま
う
、こ
れ
が
「
蒲
団
」
の
登
場
人
物
た
ち
に
共
有
さ
れ
て
い
る
認
識
で
あ
る
。

時
雄
は
、
芳
子
を
、「
父
親
」
と
い
う
所
有
者
か
ら
離
れ
、
恋
人
に
も
「
所

有
」
さ
れ
な
い
、
誰
に
も
「
所
有
」
さ
れ
な
い
女
学
生
、
し
た
が
っ
て
、
時
雄

の
抑
圧
・
隠
蔽
さ
れ
た
「
主
観
」
の
中
、「
空
想
」
の
中
だ
け
で
「
所
有
」
で

き
る
女
学
生
の
ま
ま
に
し
て
お
こ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
芳
子
と
田
中
と
の
性

的
関
係
が
明
ら
か
に
な
り
、田
中
の
「
所
有
」
を
認
め
ざ
る
を
え
な
く
な
る
と
、

「
競
争
相
手
の
手
か
ら
父
親
の
手
に
移
し
た
こ
と
」に
愉
快
を
感
じ
る
。「
父
親
」

は
、
芳
子
と
田
中
の
性
的
関
係
も
最
初
か
ら
想
定
し
て
い
る
が
、
田
中
を
遠
ざ

け
、
と
り
あ
え
ず
数
年
間
、
芳
子
を
女
学
生
の
ま
ま
に
し
て
お
こ
う
と
す
る
。

性
的
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
、「
堕
落
女
学
生
」
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
社

会
的
表
象
、
表
層
的
な
レ
ッ
テ
ル
も
体
面
を
保
つ
た
め
に
気
に
は
な
る
が
、
田

中
の
「
所
有
」
を
認
め
な
い
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
田
中
は
、
自
分
が
東

京
に
居
て
は
、
芳
子
を
「
廃
学
」
さ
せ
、
田
舎
に
帰
す
と
言
わ
れ
て
も
、
婚
約

け
た
の
は
美
知
代
で
、
そ
れ
が
ス
ト
ン
と
永
代
の
ほ
う
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
に
心
理
作
用
で
花
袋
が
失
恋
し
た
よ
う
な
気
に
な
っ
た
と
い
う
留
保
つ
き

で
、
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
る
。
客
観
的
に
は
、
美
知
代
が
「
猛
烈
に
働
き
か

け
た
」
の
は
弟
子
入
り
と
良
い
弟
子
で
あ
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
「
恋
」
だ
と
す

る
の
は
「
主
観
」
に
よ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
の
上
で
、「
ス
ト
ン
と
永
代
の

ほ
う
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
心
理
作
用
で
花
袋
が
失
恋
し
た
よ
う
な
気
に

な
っ
た
」
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
、こ
こ
で
も
小
谷
野
の
指
摘
は
、時
雄
の
「
主

観
」の
通
り
で
あ
る
。確
か
に「
蒲
団
」は
、冒
頭
の「
今
回
の
や
う
な
事
」を
、「
三
」

の
「
今
回
の
事
件
と
は
他
で
も
無
い
、
芳
子
は
恋
人
を
得
た
」
に
つ
な
げ
る
と

い
う
構
成
に
よ
っ
て
、「
小
説
」
と
し
て
の
時
間
的
枠
組
み
が
作
ら
れ
て
お
り
、

「
蒲
団
」
の
現
在
は
、
芳
子
と
田
中
の
恋
愛
を
知
っ
た
後
の
時
雄
の
「
主
観
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。つ
ま
り
、田
中
の
出
現
の
後
、か
つ
て
の
芳
子
の「
手

紙
」
や
記
憶
の
中
に
恋
愛
感
情
が
探
し
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
芳
子
の
恋

愛
感
情
が
先
に
客
観
的
事
実
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
。

時
雄
は
、
冒
頭
で
「
彼
の
女
は
既
に
人
の
も
の
だ
」
と
「
絶
叫
」
す
る
が
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
顔
も
見
な
い
う
ち
か
ら
そ
の
容
貌
を
性
的
対
象
と
し
て

想
像
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
自
己
抑
制
し
、
田
中

が
上
京
し
て
く
る
ま
で
は
、
適
度
な
距
離
を
保
つ
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
そ
れ

は
、「
姉
の
家
に
寄
寓
さ
せ
て
、
そ
こ
か
ら
麹
町
の
某
女
塾
に
通
学
さ
せ
る
」

と
い
う
物
理
的
な
距
離
で
も
あ
り
、
女
学
生
と
師
と
い
う
距
離
で
も
あ
っ
た
。

時
雄
が
、
そ
の
距
離
を
保
て
な
く
な
り
、
芳
子
を
再
び
自
分
の
家
へ
戻
し
、
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蔽
し
、
純
粋
に
知
的
表
象
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
所
有
」
さ
れ
な
い
存
在

と
し
て
、男
社
会
の
中
で
「
文
学
」
や
「
勉
強
」
に
打
ち
込
む
程
度
の
「
自
由
」

を
許
さ
れ
た
特
殊
な
一
時
期
な
の
で
あ
り
、
芳
子
を
「
廃
学
」
に
追
い
込
む
の

は
、
芳
子
自
身
も
内
面
化
し
て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
男
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構

造
で
あ
る
。

時
雄
の
自
己
抑
制
は
か
な
り
強
く
、芳
子
に
対
す
る
時
雄
の
性
欲
は
「
主
観
」

や
「
空
想
」
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
芳
子
や
「
妻
」
に
も
は
っ
き
り
と
は
知

ら
れ
て
い
な
い
。
時
雄
が
芳
子
の
夜
着
を
抱
き
し
め
て
泣
い
て
も
誰
も
見
る

者
は
い
な
い
。
し
か
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
蒲
団
」
の
客
観
的
描
写
、

書
く
主
体
と
し
て
の
花
袋
の
自
意
識
は
、
時
雄
の
自
己
抑
制
だ
け
で
な
く
、「
主

観
」
や
「
空
想
」
も
中
心
的
・
特
権
的
に
描
き
出
し
、
不
特
定
多
数
の
読
者
に

解
放
し
、
特
に
最
後
の
場
面
は
鮮
烈
な
印
象
を
残
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
時
雄
の
葛
藤
の
中
か
ら
性
欲
の
部
分
を
前
景
化
す
れ
ば(

自
己

抑
制
の
部
分
を
単
な
る
表
層
的
見
せ
か
け
と
し
て
背
景
化
し)

、
花
袋
は
、
女

学
生
で
あ
る
芳
子
を
性
的
対
象
と
し
て
描
き
、
読
者
に
共
感
を
求
め
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、「
蒲
団
」
を
読
み
、
花
袋
と
書
簡
を
交
わ

し
、
話
し
た
美
知
代
に
も
、
お
そ
ら
く
は
花
袋
自
身
に
も
決
定
不
能
だ
と
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
両
義
性
、「
主
観
」
と
「
客
観
」

の
こ
の
反
転
の
容
易
さ
こ
そ
が
、「
蒲
団
」
の
持
つ
現
代
的
リ
ア
リ
テ
ィ
の
源

泉
だ
と
思
わ
れ
る
。
男
社
会
に
女
性
が
参
入
す
る
と
い
う
、「
主
観
」
に
よ
る

同
化
欲
求
と
性
的
欲
望
と
の
混
同
、
誤
認
の
起
き
易
い
、
何
と
も
紛
ら
わ
し
い

と
い
う
形
で
将
来
の
「
所
有
」
が
約
束
さ
れ
な
い
限
り
引
き
下
が
ら
ず
、「
芳

子
を
己
が
所
有
と
す
る
権
利
が
あ
る
や
う
な
態
度
」
に
見
え
る
。
一
方
、
芳
子

は
、「
聖
書
に
も
女
は
親
に
離
れ
て
夫
に
従
ふ
と
御
座
い
ま
す
通
り
、
私
は
田

中
に
従
は
う
と
存
じ
ま
す
」
と
時
雄
へ
の
「
手
紙
」
に
書
き
、「
私
は
女
…
…

女
で
す
…
…
あ
な
た
さ
え
成
功
し
て
下
さ
れ
ば
、
私
は
田
舎
に
埋
も
れ
て
も
構

や
し
ま
せ
ん
」
と
自
ら
「
廃
学
」
を
申
し
出
る
。

時
雄
も
、「
父
親
」
も
、
芳
子
の
知
性
を
無
視
し
、
性
的
対
象
に
抑
圧
し
よ

う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
逆
に
、
彼
ら
は
、
芳
子
が
性
的
対
象
で
も
あ

り
う
る
こ
と
を
抑
圧
・
隠
蔽
し
、
純
粋
に
知
的
存
在
で
あ
る
か
の
よ
う
に
し
よ

う
と
す
る
。
時
雄
の
知
的
・
主
体
的
な
女
性
へ
の
願
望
が
単
な
る
表
層
の
見
せ

か
け
で
は
な
い
こ
と
は
、女
教
師
を
妻
に
す
る
「
空
想
」、従
順
な
だ
け
の
「
妻
」

に
対
す
る
不
満
、
芳
子
を
妻
に
す
る
「
空
想
」
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。「
父
親
」

も
、「
今
三
四
年
は
お
互
い
に
勉
強
す
る
が
好
い
ぢ
や
」、「
三
年
は
芳
を
私
か

ら
進
ん
で
嫁
に
や
る
や
う
な
こ
と
は
せ
ん
ぢ
や
」
と
誓
い
、
田
中
と
の
事
件
が

あ
っ
て
も「
女
学
生
」を
続
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
。し
か
し
、田
中
の
上
京
が(

京

都
に
い
る
な
ら
ば
隠
蔽
可
能
で
あ
る
の
に)

、
芳
子
が
性
的
対
象
で
も
あ
り
う

る
こ
と
を
あ
か
ら
さ
ま
に
し
て
し
ま
い
、女
学
生
と
い
う
表
象
を
剥
ぎ
取
っ
て
、

「
堕
落
女
学
生
」
に
付
け
替
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

彼
ら
に
容
認
で
き
な
い
の
は
、
性
的
対
象
で
あ
る
と
同
時
に
女
学
生
で
あ
る

こ
と
で
あ
り
、性
的
対
象
で
あ
る
こ
と
が
あ
か
ら
さ
ま
で
あ
り
な
が
ら
「
所
有
」

さ
れ
な
い
女
な
の
で
あ
る
。
女
学
生
は
、
性
的
対
象
で
あ
る
こ
と
を
抑
圧
・
隠
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つ
て
、
私
は
ま
だ
先
生
を
信
じ
切
つ
て
、
恋
の
保
護
者
と
頼
ん
で
居
た
ん
で
す
」

と
あ
る
よ
う
に
、
す
で
に
「
私
」
は
「
Ｋ
先
生
」
を
信
じ
ら
れ
ず
、「
先
生
が

怨
め
し
く
つ
て
堪
ら
な
い
」。「
私
」が
初
め
て
「
Ｋ
家
」に
あ
が
っ
た
時
分
「
芸

術
の
権
化
か
と
も
思
は
れ
る
程
純
潔
な
方
」
だ
っ
た
「
Ｋ
先
生
」
は
、「
あ
の

有
名
な
先
生
の
出
世
作
△
△
」
後
、「
御
放
蕩
」
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、「
私
」

が
諫
め
て
も
「
お
金
が
沢
山
に
入
る
と
云
ふ
こ
と
が
悪
い
ん
だ
ね
」
と
開
き
直

る
。「
私
」
と
「
Ｋ
先
生
」
の
間
に
は
、「
今
の
文
壇
で
有
望
な
女
流
作
家
」
の

お
整
さ
ん
、「
Ｋ
先
生
」
に
気
に
入
ら
れ
て
い
る
赤
松
が
居
て
、「
私
」
は
、「
田

沼
整
子
と
表
札
を
う
つ
た
お
整
さ
ん
の
家
」
の
同
居
人
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
「
私
」
は
、「
Ｋ
先
生
」
と
「
Ｋ
先
生
」
の
家
庭
、
そ
の
将
来
に

つ
い
て
心
か
ら
心
配
し
、
同
時
に
、「
Ｋ
先
生
」
か
ら
憎
ま
れ
て
い
る
佐
伯
か

ら
の
復
縁
の
申
し
出
も
、「
ま
た
家
庭
に
囚
は
れ
る
の
が
嫌
な
や
う
な
気
持
ち

に
な
り
、
佐
伯
も
私
も
自
分
に
忠
実
な
生
活
を
し
な
け
れ
ば
う
そ
だ
」
と
言
い

出
す
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
な
が
ら
、
受
け
入
れ
る
。「
見
ず
し
ら
ず
の
人

で
さ
へ
、
悪わ
る

か
れ
と
は
思
ふ
事
が
出
来
な
い
で
、
素
行
の
修
ま
ら
な
い
人
を
見

れ
ば
、
直
接
自
分
に
関
係
の
あ
る
人
か
何
か
の
や
う
に
憤
慨
し
、
気
を
も
む
の

が
私
の
癖
」
で
あ
り
、
ま
し
て
「
Ｋ
先
生
」
の
こ
と
も
佐
伯
の
こ
と
も
ほ
っ
て

お
け
な
い
。
他
人
に
対
す
る
同
情
心
、
共
感
性
が
極
め
て
強
く
、
自
他
の
距
離
、

「
主
観
」
と
「
客
観
」
の
距
離
が
な
い
か
の
よ
う
に
さ
え
見
え
る
、
こ
の
「
私
」

の
性
格
は
、
い
く
ら
「
先
生
」
と
の
関
係
が
遠
く
な
っ
て
も
、「
あ
れ
程
熱
烈

な
恋
で
、
あ
れ
程
の
犠
牲
を
敢
へ
て
し
て
迄
結
婚
し
た
」
佐
伯
と
言
い
争
っ
て

両
義
的
状
況
は
、
我
々
に
と
っ
て
日
常
的
生
活
環
境
な
の
だ
か
ら
。

三
、
自
然
主
義
的
文
壇
小
説
と
少
女
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
小
説

美
知
代
の「
あ
る
女
の
手
紙
」(『
ス
バ
ル
』明
治
43
年
９
月)

は
、自
分
を「
小

説
」の
中
心
に
取
り
込
み
、「
美
祢
子
」と
い
う
名
前
を
与
え
、他
の
登
場
人
物
は
、

彼
女
の
「
主
観
」
を
通
し
て
観
察
さ
れ
る
だ
け
で
、
客
観
的
に
描
か
れ
る
こ
と

は
な
い
と
い
う
、
一
見
「
蒲
団
」
と
似
た
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
冒
頭
の

「
少
し
寝
坊
を
し
過
ぎ
て
」
が
（
二
）
の
「
そ
の
翌
朝
が
今
朝
に
な
る
ん
で
す
」

に
つ
な
が
る
時
間
構
成
も
、「
蒲
団
」
冒
頭
の
「
今
回
の
や
う
な
事
」
が
「
三
」

の
「
芳
子
は
恋
人
を
得
た
」に
つ
な
が
る
構
成
に
似
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

し
か
し
、全
体
的
枠
組
み
は
書
簡
体
で
あ
っ
て
、書
く
主
体
は「
私
」と
し
て
は
っ

き
り
と
登
場
し
、「
私
」
の
「
主
観
」
を
「
主
観
」
と
し
て
「
あ
な
た
」
と
い
う

限
定
さ
れ
た
読
者
に
向
か
っ
て
共
感
を
求
め
る
の
で
あ
っ
て
、自
分
の
「
主
観
」

を
客
観
化
し
て
不
特
定
多
数
の
読
者
に
媒
介
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
花

袋
的
な
自
然
主
義
に
似
て
ま
っ
た
く
非
な
る
「
小
説
」
で
あ
る
。

自
然
主
義
の
側
に
い
な
が
ら
、
異
質
で
あ
る
と
い
う
状
態
は
、「
私
」
と
「
Ｋ

先
生
」
と
の
関
係
と
し
て
表
さ
れ
る
。「
恋
の
保
護
者
だ
と
自
分
が
お
誓
ひ
な

さ
る
か
ら
、
此
方
は
一
し
よ
う
懸
命
其
つ
も
り
で
、
あ
ら
ゆ
る
秘
密
を
打
明
け

て
手た

よ頼
つ
て
居
る
と
、
如ど

う何
で
す
、
突だ

し
ぬ
け然

に
お
売
り
な
す
つ
た
ぢ
や
あ
り
ま
せ

ん
か
。
あ
の
有
名
な
先
生
の
出
世
作
△
△
で
何
も
彼
も
お
解
り
で
せ
う
か
ら
、

私
は
面
倒
臭
い
事
を
今
更
何
も
書
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
あ
の
作
が
出
た
と
き
だ
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よ
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、「
蒲
団
」
を
読
み
、
文
壇
の
消
息
に
あ
る
程
度
通

じ
て
い
れ
ば
解
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
先
生
」
を
信
じ
ら
れ
な
い
今
の
「
私
」

の
心
境
が
述
べ
ら
れ
、「
蒲
団
」
に
は
疑
い
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
な

が
ら
、ど
こ
が
ど
う
だ
と
は
述
べ
ら
れ
な
い
ま
ま
、「
あ
な
た
」
と
い
う
読
者
は
、

「
蒲
団
」を
読
ん
で「
何
も
彼
も
」解
っ
て
い
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

「
あ
な
た
」
は
、「
私
」
と
同
じ
花
袋
を
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
立
場
に
立
っ
て

「
蒲
団
」
を
度
読
み
直
し
、
自
分
で
解
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
あ
な
た
」と
い
う
読
者
に
な
る
た
め
の
要
求
は
極
め
て
高
く
、

「
あ
る
女
の
手
紙
」
は
、
文
壇
小
説
と
い
う
以
上
に
、
解
る
者
に
解
れ
ば
よ
い

と
い
う
「
小
説
」
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
蒲
団
」
で
は
「
手
紙
の
文
句

か
ら
推
し
て
、
其
の
表
情
の
巧
み
な
の
は
驚
く
べ
き
ほ
ど
で
」
と
書
か
れ
、
小

谷
野
敦
が
「
確
か
に
こ
れ
で
は
『
恋
文
』
だ
」
と
書
い
た
「
手
紙
」
に
表
れ
る

過
剰
な
ま
で
の
親
密
性
、
同
情
心
、
共
感
性
、
情
熱
や
積
極
性
、
こ
う
し
た
美

知
代
本
来
の
資
質
が
、
自
然
主
義
的
方
法
と
折
衷
的
に
で
は
あ
れ
、
表
現
さ
れ

て
い
る
。
美
知
代
の
資
質
は
、
特
定
の
相
手
に
呼
び
か
け
、
境
遇
や
立
場
の
違

い
を
越
え
て
同
情
と
共
感
を
求
め
る
二
人
称
的
文
体
に
最
も
よ
く
表
れ
る
。

自
他
の
距
離
、「
主
観
」と「
客
観
」の
距
離
を
越
え
る
強
い
同
情
心
、共
感
性
、

そ
の
よ
う
な
自
分
の
資
質
を
疑
わ
ず
、
積
極
的
、
能
動
的
に
「
自
分
自
身
に
忠

実
な
生
活
」
を
求
め
る
自
己
肯
定
的
自
意
識
、
こ
う
し
た
も
の
は
、「
自
ら
自

分
の
心
理
を
客
観
す
る
」
自
己
客
観
性
、
離
れ
た
距
離
か
ら
自
分
の
愚
か
さ
や

醜
さ
を
眺
め
る
自
己
批
評
性
と
は
異
質
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
美
知
代
を
田

別
れ
て
も
、
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。「
私
」
は
、
自
分
の
こ
の
性
格
を
疑
う
こ

と
は
な
く
、
自
己
肯
定
的
に
「
自
分
に
忠
実
な
生
活
」
を
求
め
る
。
一
方
、
対

照
的
に
「
お
整
さ
ん
と
云
ふ
人
は
頭
か
ら
胸
か
ら
誠
に
冷
た
い
人
」
と
書
か
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
「
私
」
の
性
格
ゆ
え
に
、「
私
」
は
、「
Ｋ
先
生
」
か
ら
も
、

自
然
主
義
か
ら
も
遠
く
、
お
整
さ
ん
の
方
が
近
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
私
」

と
「
あ
な
た
」
と
の
距
離
の
な
さ
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。

併
し
此
頃
は
文
士
の
遊
び
ぶ
り
だ
と
か
何
と
か
、
其
外
に
も
段
々
Ｋ
先
生

の
御
放
蕩
に
つ
い
て
書
き
立
て
る
新
聞
雑
誌
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
も
う
そ

れ
を
御
覧
な
す
つ
て
い
ら
つ
し
や
る
あ
な
た
は
、
私
の
手
紙
を
見
て
、
さ

て
は
全
く
然
う
か
と
御
嘆
息
な
さ
る
で
せ
う
と
思
い
ま
す
。

実
際
嘆
息
せ
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
私
」
が
「
実
際
嘆
息
せ
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
書
く
の
は
、「
Ｋ
先
生
」

が
「
お
子
達
の
手
前
、
弟
子
の
手
前
も
憚
ら
ず
、
平
気
で
芸
者
だ
の
、
も
つ
と

賤
し
い
女
共
だ
の
の
噂
」
を
す
る
の
を
聞
い
て
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
あ
な
た
」

は
、「
Ｋ
先
生
」
の
関
係
者
で
も
な
い
の
に
、「
Ｋ
先
生
の
御
放
蕩
に
つ
い
て
書

き
立
て
る
新
聞
雑
誌
」を
読
み
、「
私
の
手
紙
を
見
て
」、「
私
」と
一
緒
に「
嘆
息
」

す
る
。「
私
」
と
「
あ
な
た
」
は
、「
素
行
の
修
ま
ら
な
い
人
を
見
れ
ば
、
直
接

自
分
に
関
係
の
あ
る
人
か
何
か
の
や
う
に
憤
慨
し
、気
を
も
む
」
と
い
う
「
癖
」

を
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
先
の
引
用
部
分
に
も
「
私
は
面
倒
臭
い
事
を
今
更
何
も
書
き
ま
せ
ん

け
れ
ど
」
と
あ
る
よ
う
に
、
永
代
と
の
恋
愛
に
つ
い
て
は
書
か
れ
な
い
。
お
お
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に
載
る
美
知
代
の
作
品
も
作
風
が
変
わ
る
。「
暗
い
叔
母
さ
ん
」(

『
少
女
世
界
』

明
治
45
年
４
月)

で
は
、
子
供
に
邪
魔
さ
れ
な
い
よ
う
に
狭
い
部
屋
に
籠
っ
て

「
勉
強
」
を
し
て
東
京
へ
行
く
女
性
が
、
恐
く
て
「
暗
い
叔
母
さ
ん
」
と
し
て

登
場
し
、「
帰
校
前
」(

『
少
女
世
界
』
大
正
元
年
９
月)

で
は
、
須
磨
ち
ゃ
ん

は
夏
休
み
で
帰
省
中
の
女
学
生
満
喜
姉
さ
ん
に
女
学
校
を
見
せ
て
も
ら
う
。

そ
し
て
、『
少
女
画
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
英
文
の
お
手
紙
」(

大
正
２
年

４
月
　
東
京
社)

で
は
、主
人
公
の「
少
女
」は
家
庭
か
ら
出
て
女
学
生
に
な
り
、

同
じ
「
少
女
小
説
」
と
は
言
っ
て
も
、
家
庭
小
説
か
ら
女
学
生
小
説
へ
は
っ
き

り
と
変
わ
る
。
主
人
公
の
萬
壽
代
は
、
商
船
校
の
練
習
船
に
乗
っ
て
ア
メ
リ
カ

に
行
っ
て
い
る
「
兄
」
と
知
り
合
っ
た
と
い
う
、「
南
北
戦
争
の
際
に
名
高
か

つ
た
名
誉
の
リ
ー
将
軍
の
姪
」
リ
ー
・
ル
イ
ズ
十
九
歳
か
ら
、「
私
に
は
も
う

父
が
御
座
い
ま
せ
ん
。
母
と
二
人
き
り
で
淋
し
く
暮
し
て
居
り
ま
す
の
」
と
い

う
「
ハ
イ
カ
ラ
な
お
手
紙
」
を
受
け
取
っ
て
、
早
速
、
英
語
の
勉
強
を
始
め
る
。

ア
メ
リ
カ
社
会
の
独
立
心
と
自
立
に
対
す
る
誇
り
と
、「
淋
し
く
暮
し
て
居
り

ま
す
の
」
と
い
う
呼
び
か
け
が
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
い
う
距
離
、
そ
の
他
あ

ら
ゆ
る
違
い
を
越
え
て
「
手
紙
」
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
、「
情
緒
」
が
共
感
さ
れ
、

同
情
心
が
起
る
と
、
女
学
生
の
夢
と
憧
れ
は
、
何
の
躊
躇
も
疑
い
も
な
く
、
家

庭
ど
こ
ろ
か
国
家
も
飛
び
出
し
て
ア
メ
リ
カ
に
向
か
い
、英
語
の
で
き
る
少
女
、

単
な
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
外
国
語
な
ど
で
は
な
く
、
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
少
女
に
な
ろ
う
と
す
る
。
わ
ず
か
な
紙
面
の
中
に
、
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
美
知
代
の
資
質
が
シ
ン
プ
ル
に
伸
び
伸
び
と
表
れ
て
い
る
。

山
花
袋
の
弟
子
、
自
然
主
義
作
家
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
、
美
知
代
を
正
当

に
評
価
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
自
然
主
義
か
ら
見
る
限
り
、
美
知

代
の
、
自
分
の
「
主
観
」
を
取
り
こ
ん
だ
「
小
説
」
は
、
自
ら
の
愚
か
さ
醜
さ

を
客
観
せ
ず
、「
ま
だ
、
非
常
に
主
観
的
で
そ
し
て
感
情
的
で
、
少
し
も
客
観

に
正
し
く
見
た
処
は
無
い
」
と
い
う
評
価
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
自
分

の
「
主
観
」
を
排
除
し
た
「
小
説
」
は
、
育
児
と
仕
事
の
相
克
、
家
庭
内
で
の

性
の
抑
圧
・
隠
蔽
な
ど
、
そ
の
題
材
は
興
味
深
く
て
も
、
作
家
と
し
て
の
主
体

性
の
希
薄
な
、
教
え
ら
れ
た
「
小
説
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。
残
念
な
の
は
、
美

知
代
は
、
田
山
花
袋
の
弟
子
、
自
然
主
義
作
家
と
し
て
人
脈
的
に
認
知
、
評
価

さ
れ
続
け
、
文
壇
小
説
に
お
い
て
は
自
然
主
義
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
と
い
う
点
で
あ
る
。

一
方
、
美
知
代
は
、「
ま
あ
ち
ゃ
ん
の
御
看
病
」(
『
少
女
世
界
』
明
治
42
年

７
月
　
博
文
館)

を
始
め
と
し
、
数
多
く
の
少
女
小
説
を
書
い
て
い
る
。
こ
の

う
ち
、
明
治
45
年
ま
で
に
『
少
女
世
界
』
に
発
表
さ
れ
た
少
女
小
説
群
の
ほ
と

ん
ど
は
、
主
人
公
が
「
少
女
」
と
い
う
よ
り
は
十
歳
前
後
の
女
児
で
あ
り
、
そ

の
視
野
は
家
庭
内
に
、人
間
関
係
は
親
族
、家
族
に
限
定
さ
れ
、「
少
女
」た
ち
は
、

家
族
に
愛
さ
れ
、
そ
の
笑
顔
で
家
族
を
明
る
く
優
し
く
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

か
ら
逸
脱
せ
ず
、
愛
さ
れ
る
「
少
女
」
で
あ
る
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
な
の
か

と
い
う
教
訓
、
訓
話
の
域
を
出
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
期

の
『
少
女
世
界
』
の
編
集
方
針
に
合
わ
せ
た
単
な
る
売
文
仕
事
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、『
少
女
画
報
』
が
創
刊
さ
れ
た
明
治
45
年
こ
ろ
か
ら
、『
少
女
世
界
』
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た
写
真
絵
を
見
て
涙
を
こ
ぼ
す
と
こ
ろ
で
、「
少
女
小
説
　
窓
の
下
」は
終
わ
り
、

全
て
は
疎
外
さ
れ
た
苦
学
生
へ
の
同
情
と
「
感
傷
」
に
包
ま
れ
る
の
だ
が
、
そ

れ
で
も
、
弥
生
の
属
す
る
場
所
は
女
学
校
で
あ
り
、
弥
生
は
、
何
が
あ
っ
て
も
、

勉
強
が
し
た
く
て
学
院
の
学
僕
に
住
み
込
ん
だ
苦
学
生
な
の
で
あ
る
。
弥
生
と

他
の
女
学
生
た
ち
と
の
対
照
性
は
、
洗
い
ざ
ら
し
の
浴
衣
と
「「
眼
の
覚
め
る

や
う
な
メ
リ
ン
ス
や
、
伊
勢
崎
銘
仙
の
振
長
い
袂
」
と
の
対
立
、
実
用
性
の
高

い
英
語
と
見
栄
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
対
立
で
あ
り
、
独

立
性
・
自
主
性
と
女
ら
し
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
の
対
立
で
あ
る
。
弥
生
の
悲
し
み

は
、
単
な
る
貧
し
さ
ゆ
え
の
悲
し
み
で
は
な
く
、
自
立
し
、
自
我
を
貫
徹
し
よ

う
と
す
る
者
の
悲
し
み
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
女
学
生
た
ち
に
は
、
遠
く
な
い

将
来
、
家
庭
で
の
主
婦
と
し
て
の
生
活
が
待
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
弥
生
が

執
着
す
る
の
は
勉
強
で
あ
り
、
属
す
る
場
は
家
庭
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

「
姉
よ
り
妹
に
―
東
京
の
印
象
―
」(

『
少
女
画
報
』
大
正
５
年
２
月)

は
、

女
学
校
に
入
学
す
る
た
め
に
上
京
し
た
姉
「
私
」
よ
り
妹
「
あ
な
た
」
に
宛
て

た
書
簡
体
小
説
で
あ
る
。「
私
」
は
、
以
前
か
ら
文
通
し
て
い
た
「
誌
友
」
の

千
香
子
さ
ん
に
駅
に
迎
え
に
来
て
も
ら
い
、
千
香
子
さ
ん
の
父
「
世
間
で
名
高

い
、
あ
の
秋
元
博
士
」
の
家
に
泊
め
て
も
ら
う
。
東
京
で
は
「
田
舎
者
の
想
像

す
る
こ
と
も
出
来
な
い
、
い
ろ
ん
な
悪
者
共
が
沢
山
居
て
私
達
の
や
う
な
土
地

不
案
内
な
少
女
と
見
る
と
、
巧
み
に
誘
惑
の
網
を
張
つ
て
か
ど
あ
か
す
」
と
聞

く
が
、千
香
子
さ
ん
の
何
も
か
も
行
き
届
い
た
気
配
り
に
「
私
」は
安
心
し
、「
無

知
な
人
多
い
田
舎
に
比
べ
て
」「
東
京
の
秀
れ
た
知
識
階
級
の
、
こ
の
博
士
町

「
少
女
小
説
　
郷く

に里
」(

『
少
女
画
報
』
大
正
２
年
６
月)

で
は
、
母
の
危
篤

の
電
報
を
受
け
取
っ
て
妙
子
は
茫
然
自
失
状
態
に
な
る
が
、
親
友
の
直
子
は
、

自
分
の
感
情
を
抑
え
、
妙
子
に
ふ
さ
わ
し
い
着
物
を
着
せ
、
リ
ボ
ン
を
結
び
、

女
学
生
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
気
を
配
る
。
お
そ
ら
く
直
子
は
、
自

分
た
ち
女
学
生
が
視
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
ス
タ

イ
ル
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
プ
ラ
イ
ド
も
感
じ
て
い
る
。妙
子
は
、シ
ス
タ
ー

や
寮
友
に
慰
め
ら
れ
、
悲
し
み
に
涙
し
な
が
ら
弟
と
共
に
郷
里
に
向
か
う
が
、

妙
子
の
悲
し
み
は
、
母
危
篤
の
衝
撃
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
と
同
程
度
の
、
親

友
と
別
れ
る
悲
し
み
、
女
学
校
を
離
れ
る
淋
し
さ
で
あ
り
、
そ
の
悲
し
み
は
、

何
も
言
わ
な
く
て
も
直
子
と
共
感
さ
れ
、女
学
生
で
あ
る
読
者
に
媒
介
さ
れ
る
。

し
か
し
、
萬
壽
代
の
よ
う
に
恵
ま
れ
た
境
遇
の
女
学
生
ば
か
り
が
登
場
す
る

わ
け
で
は
な
い
し
、
女
学
校
が
、
級
友
た
ち
が
姉
妹
で
あ
り
、
シ
ス
タ
ー
が
母

親
で
あ
る
疑
似
家
族
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
描
か
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。「
少

女
小
説
　
窓
の
下
」(

『
少
女
画
報
』
大
正
２
年
10
月)

で
は
、
主
人
公
は
、

親
に
死
な
れ
て
も
、
勉
強
が
し
た
く
て
学
院
の
学
僕
に
住
み
込
ん
だ
苦
学
生
弥

生
で
あ
る
。
秋
の
新
学
期
を
迎
え
て
も
、
弥
生
は
、
洗
い
ざ
ら
し
の
浴
衣
が
恥

ず
か
し
く
、
対
照
的
に
女
学
生
た
ち
は
「
眼
の
覚
め
る
や
う
な
メ
リ
ン
ス
や
、

伊
勢
崎
銘
仙
の
振
長
い
袂
を
翻
へ
し
て
」飛
び
廻
っ
て
い
る
。
女
学
生
た
ち
は
、

わ
ざ
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
話
し
て
弥
生
を
疎
外
す
る
。
彼
女
た
ち
は
、
フ
ラ
ン
ス

語
を
、
英
語
に
比
べ
て
実
用
性
が
薄
い
だ
け
、
弥
生
の
よ
う
な
苦
学
生
に
は
縁

の
な
い
高
踏
的
な
言
葉
だ
と
意
識
し
て
い
る
。
弥
生
が
、
昔
兄
が
送
っ
て
く
れ
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か
ら
は
疎
外
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
美
知
代
の
主
人
公
た
ち
の
積
極
性
、
能
動

性
は
、
い
わ
ゆ
る
良
妻
賢
母
に
お
さ
ま
ら
な
い
過
剰
性
を
持
っ
て
い
る
。
彼
女

た
ち
の
執
着
す
る
場
、
自
分
の
た
め
の
場
所
は
、
知
的
刺
激
に
恵
ま
れ
た
、
向

上
で
き
る
場
所
で
あ
り
、
家
庭
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
女
学
校
で
あ
り
、
家
族

か
ら
離
れ
た
都
会
で
あ
り
、
時
に
は
欧
米
の
都
市
で
あ
り
、
山
奥
の
研
究
所
で

さ
え
あ
る
。
彼
女
た
ち
も
ま
た
、
悲
し
み
の
涙
を
流
す
が
、
そ
の
涙
は
自
立
し
、

自
我
を
貫
徹
す
る
こ
と
の
困
難
に
突
き
あ
た
っ
た
涙
で
あ
り
、
大
人
の
女
性
と

し
て
良
い
妻
、
賢
い
母
に
な
る
こ
と
へ
の
憧
れ
と
、
代
償
と
し
て
失
う
少
女
ら

し
さ
、
少
女
時
代
を
想
っ
て
涙
す
、
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

強
い
共
感
性
と
強
い
自
我
、
こ
れ
が
、「
蒲
団
」
や
花
袋
、
自
然
主
義
と
い
っ

た
文
壇
的
状
況
か
ら
離
れ
て
、
書
か
れ
た
も
の
か
ら
見
え
る
美
知
代
の
特
徴
だ

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
あ
え
て
言
え
ば
、
や
は
り
、
遅
れ
て
き
た
浪
漫
主
義

者
で
あ
り
、
早
す
ぎ
た
白
樺
派(

白
樺
派
は
男
性
作
家
た
ち
だ
が)

、
と
い
う

印
象
で
あ
る
。

付
記
　
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
２
３
５
２
０
２
２
７
）
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

― 

え
ん
ど
う
・
し
ん
じ
、
県
立
広
島
大
学
教
授 

―

を
思
つ
て
、
ぞ
く
ぞ
く
す
る
や
う
な
気
持
ち
に
お
な
り
で
せ
う
」
と
書
く
。
そ

し
て
、「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
灯
の
美
し
さ
や
、
電
車
の
道
の
十
文
字
に
し

か
れ
た
様
」
に
心
を
昂
ぶ
ら
せ
、「
大
都
会
の
中
に
飛
び
出
し
た
此
姉
の
小
さ

さ
を
憐
れ
ん
で
下
さ
い
。
そ
し
て
祝
福
し
て
下
さ
い
」
と
終
わ
る
。

東
京
へ
憧
れ
る
地
方
出
身
の
女
子
を
誘
惑
し
堕
落
さ
せ
る
と
い
う
「
堕
落
女

学
生
」
の
物
語
も
語
ら
れ
る
が
、「
姉
」
か
ら
「
妹
」
に
お
く
ら
れ
る
の
は
戒

め
や
訓
話
で
は
な
い
。
た
と
え
「
土
地
不
案
内
」
で
あ
っ
て
も
「
誌
友
」
が
何

と
か
し
て
く
れ
、
任
せ
て
大
丈
夫
な
の
で
あ
る
と
、「
私
」
は
「
少
女
」
た
ち

に
勇
気
を
も
っ
て
積
極
的
に
上
京
す
る
よ
う
に
勧
誘
し
て
い
る
。
向
上
心
の
裏

側
に
あ
る
権
威
主
義
的
傾
向
、「
田
舎
」
へ
の
蔑
視
が
そ
の
ま
ま
書
か
れ
て
い

る
と
こ
ろ
に
問
題
は
あ
る
が
、「
私
」
と
「
あ
な
た
」
に
共
有
さ
れ
て
い
る
の
は
、

向
上
心
と
不
安
を
抱
い
て
都
会
に
飛
び
込
ん
で
行
く
者
の
勇
気
で
あ
る
。

二
人
称
書
簡
体
小
説
は
、
や
は
り
特
徴
的
で
は
あ
る
が
、
三
人
称
小
説
に
お

い
て
も
、
少
女
小
説
で
は
安
定
し
て
美
知
代
自
身
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
非
文
壇
的
ジ
ャ
ン
ル
小
説
に
お
い
て
、
自
然
主
義
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
女
学
生
と
い
う
特
定
の
限
定
さ
れ
た
読
者
、
そ
れ
も
同
情
、
共
感
、

感
傷
を
共
有
で
き
る
か
な
り
均
一
な
読
者
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
意
識
し
て

書
く
こ
と
が
で
き
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
美
知
代
の
少
女
小
説
は
、
当
時
の
多
く
の
実
在
の
少
女
た
ち
自
身

の
想
い
や
言
葉
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
美
知
代
の
少
女
小
説
の
主

人
公
た
ち
は
、
向
上
心
と
自
我
が
強
く
、
少
数
派
で
あ
り
、
周
囲
の
少
女
た
ち




